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市議団ニュースは政務活動費で作られています

　市民から「公園遊具が使えなくな
ったのはどうしてですか」という声
が寄せられています。
　これまでさいたま市は、国の指針
に基づいて、市内の公園遊具の安全
点検をおこなってきました。今年4
月に国が「使用不可と判定された遊
具について適切な措置を迅速に講じ
ること」等を求めてきたことから、
これまでの点検にもとづき、市内全
遊具の約20％にあたる776基の使用が中止
にされました。
　今後は、「修繕可能」な遊具（311基）に
ついては順次修繕されます。市は3～ 4年
かかる見通しを示しています。一方、老朽化
などで「使用不可能」と判断された遊具（456
基）は撤去後に再設置をおこなう予定で、市
は５年計画で進めることを明らかにしていま
す。こうした状況の説明は市のホームページ
に掲載され、議会にも報告されました。

▲緑区内の公
園を視察する
松村市議▶︎遊
具に貼ってあ
る注意書き

　9月議会の一般質問（9月 9日～ 9月 11日）
には、党市議団からとりうみ敏行市議と久保みき
市議が登壇します。時間が決まり次第、ホームペ
ージなどでお知らせしますので、ぜひ傍聴にお越
しください。

　日本共産党さいたま市議団が紹介議員になった請願
と、9月議会に提案した意見書（案）をご紹介します。

　子どもの命にかかわることであり、安全対
策を優先することは必要ですが、子どもたち
のためにも、対応をより早くすすめていくよ
う党市議団として求めていきます。

市内遊具の 20％が対象

公 園 遊 具 使用禁止のナゼ

9月議会が
はじまります

1. 消費税について
2. 最低賃金について
3. 国民健康保険税について
4. 公共施設のトイレの洋式化について

など

1. 年金について
2. 動物愛護について
3. 埼大通りのケヤキ並木について
4.DV被害者支援について

など

一般質問の予定

請願 意見書（案）

質問項目は変更することがあります。

とりうみ敏行市議 久保みき市議

市民のねがい実現に全力

・国民健康保険の県内「統一保険税率水準」の導入
中止を求める請願

（さいたま市社会保障推進協議会）
・消費税増税に伴う学校給食費の値上げはしないで
ください
（新日本婦人の会浦和・大宮・与野・岩槻支部）

・投票率向上のための施策の実施を求める請願
（さいたま市緑区革新懇）

・消費税値上げ中止の意見書提出を求める請願
（年金者組合さいたま市支部協議会）

・羽田空港増便計画に伴う新ルートにつ
いての意見書（案）

・企業主導型保育事業に関する意見書
（案）
・誰もが安心できる公的年金制度への見
直しを求める意見書（案）

・加齢性難聴者の補聴器購入に対する助
成制度の創設を求める意見書（案）

・大学入試改革で英語に民間試験を導入
することについての意見書（案）
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あなたの身近な議員です

　8月 15日、「さいたま市女性の活躍を推
進する議員連絡会」が、世田谷区のネウボラ
と産後ケアセンターを視察し、金子あきよ、
とばめぐみ両市議が参加しました。
　世田谷区では、「子どもを生み育てやすいま
ち」をめざし、フィンランドのとりくみを参考
に、妊産婦や子育て家庭を切れ目なく支援する

産後ケアセンターのショートステイで
宿泊する部屋

懇
談
に
同
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世田谷版ネウボラを視察

ための「世田谷版ネウボラ」を2016
年から開始しました。ネウボラチーム
は、地区担当の保健師や母子保健コーディネー
ター（助産師・看護師）、子育て応援相談員（社
会福祉士、保育士）で構成されています。
　人口91万人の世田谷区では、毎年8000
人ほどが出産しますが、ネウボラのスタッフ
がすべての妊婦と面接をして「せたがや子育
て利用券」（額面 1万円分）を手渡します。
このチケットは妊婦の心と体のサポート（カ
ウンセリングやアロマセラピー等）をはじめ、
産後の親子支援、子育て講座、預かり保育な
どに利用できます。
　日本助産師協会に委託した産後ケアセンタ
ーは、産後の母親の心身の回復と育児への自
信を高めることを目的に、ショートステイや

　ネウボラとは、フィンランドの言葉で「アドバイ
スを受ける場所」という意味。女性の妊娠から出
産、6歳までの子育ての期間、子どもの周りに起こ
る色々な問題に対して一貫した総合的なサービスを
提供する子育て支援機関。

ネウボラとは

デイケアを実施。複雑で繊細な母親の不安を
受け止め、笑顔で育児できるようにしていく
ことをサポートしています。
　視察したとば市議は「ネウボラによって、
困ったら相談できる、助けてもらえるという
安心感が、母親たちの大きな支えとなってい
ることが分かった。本市の子育て支援政策に
もおおいに生かしていきたい」と話しました。

　8月8日、「ドッグラン設置を求める市
民の会」が、与野中央公園建設予定地内
にドッグランの設置を求める要望書を提
出し、市と懇談をおこないました。この
懇談にはたけこし連市議が同席しました。
　同会は2015年度に700筆を超える
要望署名を市に提出しましたが、これま
で進展がありませんでした。
　懇談では市から、ドッグラン設置のた
めの条件として、近隣住民の理解やサポ
ータークラブなどの管理者を置く必要性
があげられました。また、公園建設の進

捗状況について、公園建設計画は今年度
中に概略設計が、2021年度に基本計画
が決まる予定だと説明がありました。
　市は、「与野本町駅周辺地区まちづく
り推進協議会に対して、ドッグラン設置
の要望が出されていることを報告し、提
案をする」と回答しました。たけこし市
議は「市から協議会へ提案をすると回答
があったのは前進だ。議会でも取り上げ
ていきたい」と話しました。

中央区に
ドッグランをつくって

市民の会が要望

説明を聞く（右から）金子市議、とば市議

切れ目のない支援のために母と子へ


